
 

 

１ 真っ白な雪の上を歩く  

何度も何度も 立ち止まりながら 

迷ったいくつもの足跡があって 

今の私がここにいる 

 ※時をかけて  

時をかけて 見つけていく 

  時をかけて 私の信じる道を 

 

 

 

 

 

 

 

２ 北風に向かって歩く 

 自分の足跡が 見えない時も 

必ずくる春の日差しを待って  

少しずつとける雪のように 

 ※（くりかえし） 
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